









































新約聖書において，生命に関する代表的な言葉は． ビオス (6iog) ． フ･シュケー (IIUx'1) "
ゾーエー （噂⑩i) , ざらにプネウマ(m,信叩Ⅸ）であるので．新約聖書の生命観を考察するの
に先立ってこれらの埜本語の語義を確認しておきたい。
ビオス（β〔“）は．生物の生命を表す基本的なギリシア語単語であるが七十人訳では
主として人生の意味で使用される （ヨブ7: 1,6; 8: 9; 10: 5;知2: 1,4; 4: 9他)。こ
の言葉は新約聖書では非常に使用頻度が低く ， 10回しか出てこない。新約聖書では， 生
活（マコ4: 19;ルカ8: 4; Iテモ2: 2; I1テモ2: 4; Iヨハ2: 16; 3: 17)¥, 生活
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賢（マコ12： 44；ルカ21 ： 4) ．財産（ルカ1： 12,30） という意味で使用されている'･
プシュケ一（山Uxii) は， 七十人訳聖書では， しばしばへう．ライ語のネフェシュ （･国])
の訳語として用いられている （創1: 20,21,24,30; 2: 7,19; 9: 4#5LXX他)。 この言茱
は新約聖書では， 命（マタ2: 20; 6: 25; 20: 28;マコ10: 45; ヨハ10: 1L15, 17;
13: 37,38; 15: 13; ロマ11: 3; フイリ2: 30; Iヨハ3: 16) ,魂（マタ26: 38;マコ
14： 34；ルカ1： 46； 2： 351あるいは， 人間（ロマ13: 1; Iコリ15: 45) という意味
で使われる2。 「命」を表す用法において， プシュケ一（山Ux'1)は字義通りに自然的生命を
意味するのが基本であるが（マタ2: 20; 6: 25; 20: 28;マコ10: 45; ヨハ10: 11, 15,
17； 13： 37，38； 15： 13； ロマ11 : 3; 16: 4; IIコリ12: 5; フイリ2: 30; Iヨハ3: 16
他)， 象徴的に終末時の審判の|祭に与えられる永遠の命を意味する場合もある （マタ
10: 28,39; 16: 25;マコ8: 35,36)｡
、ノーエー(<(jji)は，七十人訳において~ハイ （｡、 「命｣) , または，ハイーム （ﾛ､､n 「命｣）
の訳語として使用されている （創2: 7,9; 3: 14,22,24;申4: 9; 6: 2他)。この言葉は
新約聖耆においては，命を表す最も基本的用語として頻繁に使用されている． この名詞は
プシュケ一（山Ux'1) と同様に自然的生命を表すことがある（マタ2: 20; 6: 25; 20: 28;
マコ10: 45リ ヨハ10: 11, 15, 17; 13: 37,38; 15: 13;ロマ8: 28; Iコリ3: 22: 15:
19; フイリl: 20; Iヨハ3: 16他)3．他方． この言葉は比啼的に用いられて． 人間の究極
的救いを指すことがある （マタ7: 14; 18: 8,9; 19: 16, 17;マコ9: 43,45; 10: 17,
30; ヨハ3: 5: 24,26,39,40他)4．この言葉は， 信じる者に命を与える復活のキリストの
命を指して使用きれることもある （ヨハ11 ： 25； ロマ5: 10, 17; 6: 4; 11コリ4: 10,11
他)。
プネウマ(TT!ﾉﾓ叩α）はヘブライ語名詞ルーアッハ(m当~）に対応する言葉であI) (創l : 2;
出15: 8, 10; ヨブl: 19; イザ7: 2LXX),基本語義は風であるが（ヨハ3: 8) , 人間の
生命力の源としての息の意味になることもある(マタ27： 50； ヨハ19: 30)5．この言葉は，
l Bauer-Aland,282-283;R・Bultmann, ､$<d(JKTA.,"EWIVTII836-838 ;H.-J.Ritz,"Piog,''EHWTI525-
526．





4 G.Bertram/RBultmann/G.vFRad, ､､戦いKrl.,''77iWTVTII833877;L.Schottroff,"", <qj'1,''EWIVT
II261271を参照。




感情や思考や意思の座である人間の霊を指すことがある （マタ5： 3；マコ2: 8; 8: 12;
ルカl : 47; ヨハ11: 33)。その場合は，意味の上でカルデイア(Kup6(α「,し､｣）の用法に
近くなっている （マタ5: 8,28; 6: 21 ; 9: 4;マコ2: 6,8; 7: 6;ルカl: 17,51,66;
2： 19； ヨハ13: 2; ロマ1 : 21,24; 2: 5; 8: 27; Iコリ4: 5他多数)。魂としてのプネ
ウマ(TI'喧叩艇）は．ソーマ(0⑩Ⅱα｢体｣）と対照されて対で使用されることもある（ロマ8: 10,
13,23; Iコリ5: 3; 7: 34;エフェ4: 4他)6．さらに,人間のプネウマとプシュケーと､ノー
マが一体をなすものとして列挙される場合もある (Iテサ5: 23)7｡
また，この言葉は,神の霊（ルカ4: 16; Iコリ2: 11, 14; 3: 16; 6: 11; Iペト4: 14) .









12章22-32節の方である9。 まず， 冒頭の12章22節は， 「自分の命（プシュケ一）のこと
で何を食べようかと，また自分の体（ゾーマ）のことで何を着ようかと思い悩むな」となっ
ている。 「何を食べようか」 また「何を着ようかと」思い'|間も､なということは． イエスの
言葉を聞こうとイエスの周りに集まった弟子達や， 彼らを取り巻く群衆の経済状態から考
えると， 食べ物の種類が複数あって， その中からとゞれを選ぶのか迷うといった悩みではな





































してや人間は， 創造の冠として「神のかたちに」 gll造きれた存在であるから （創世記


















































4： 2－3；ルカ4： 2-3)。そのときイエスは, 「人は｢人はパンだけで唯きるものではない。 （神
の口から出る一つ一つの言葉で生きる｣） と書いてある｡」 と言って，悪魔の挑戦を斥けた







場合と （マタ2： 20； 6： 25； 20： 28；マコ10: 4他) .終末時に与えられる永遠の命を意





ケ一） を確保した者はそれを失い， 命を失った者は永遠の救いを得ることになると‘ イエ








伝承に親しみ（ガラl: 14; フイリ3: 56) .神による天地の創造（ロマl : 20; fl1 1 : 1
2: 4a) と人間（アダム）の創造(Iコリ15: 45-46;創2: 7) を当然の前提としていた□
最初の人であるアダムは土から創られており． その子孫である人間は誰も肉体を持つ身体
的存在である。人間のプシュケ一（自然的命）は体の中に宿っている (Iコリ15: 46;創
2： 7)。他方,有機体である体は永続するものではなく ，何時かは朽ち果てる運命にある (I
コリ15: 53-54)。つまり， 上の塵から取られた人間は， 死の運命を逃れることは出来ず，
何時かは土に帰る運命にある （創3： 19； ヨブ4: 19; 7: 21 ; 10: 9; ff90: 3; 104:
29)。
パウロは自分が生きていることの意味を‘ 宣教者としてキリストの福音を宣く伝えるこ
とに見出し （フイリ 1 : 20-26) ' 母の胎の中にある時から既に使徒となるべく召されてい
ると感じていた（ガラl : 15-16)｡教会の迫害者という前睡を持ちながら‘ 宣教者になっ
た以降は， 神の恵みによって他のと．の使徒よりも多く宣教の働きを行っていた (Iコリ
15: 911)。彼は土の器である体に命を与えられ‘ キリストの栄光を宿す福音という宝を





解によれば‘ 最初の人アダムの罪過によって，死と罪が世に入I） ． 人間は不可避的に死と
罪の支配下にある （ロマ5: 1214")。 しかし， 第二のアダムであるキリストの義なる行為
によって‘死と罪の支配が打ち破られ, 人は恵みと義によって生きるようになる (5: 15-
21; 6: 10-11)□ここで‘ 「恵みと義によって生きる」 とは． 自然的命を生きることを超え
て．究極的な救いの状態である永遠の命に与るという意味を含んでいる （特に, 5: 21を
参照)。
洗礼を受けた者の実存は． キリストと共に十字架に架けられてその死に与・ると共に． 復
活したキリストと共に生きることになる （ロマ6: 1 11)。従って，罪と死の支配下にあっ
た古い実存は死滅し‘ キリストに結ばれた新しい命に生きている (6: 6, 11)ロキリスト
と共に十字架に架けられた者の実存においては生きる主体が交代し‘ 「キリストが私のう
ちに生きている」 という発言がなきれる （ガラ2： 1920) 《，
パウロは人間の身体について． しばしば「死すべき体」 と表現している （ロマ6: 12; 1I










という動詞と並んで（ロマ4: 24,25; 6: 4,9; 7: 4; 8: 11; Iコリ6: 14; 15: 4他多
数) ． ゾーオポイエオ一 （くり0両OL紬「命を与える」） という動詞を使用することがある （ロ
マ4: 17; 8: 11; Iコリ15: 22,36,45)。死者を復活させ命を与えるということが出来る
のは， キリストを甦らせた神の力である。こうした人間の目には不可能なことが出来るの







く， 不死の霊的体となる (Iコリ15: 4446,53-54を参照) 14@
終末時の死者の復活ということが‘ パウロにおける死後の生の観念の中心であったが．
パウロ耆簡の一部には， 死者の魂が死後．天のキリストと共に存在するという観念が見ら
れる (11コリ5: 8-10; フイリ1 : 23) '5。すると． パウロによれば， 中間時における死者
の魂は天にあって終わりの時の復活を待つ， 中間状態に置かれているということにな
る16c
13 E･ローゼ（鵜殿博喜訳） 「新約聖苦における死と生」 i死と4劃ヨルダン社. 1980年. 180-191FI ;
原u尚彰「新約聖耆の死生観」 「人文学と神学」第6号（2014年） 10 11頁。
14 Bultmann,205206を参照］
15 原口． 1112頁;H･W･フツベンハウア－ （月本昭男訳） 「いのち Ⅱ新約聖出」 「IH約・新約聖
苫大事典」 137-138頁･
I6 原口12頁; RHoffmann!D"7b""j〃α"応"《s.Ei"frf/igi"sgEc/1jcﾉ“ご舵1ｲ"d錘噌F焔芯ﾉ1E[ﾉ"if応"‐





自然的生命に言及する際に， ヨハネはゾーエー （〈④i「命｣） を使用せず．むしろ，プシュ
ケ一 (IIIUxi)やフ・ネウマ（w''f6")の方を使用している。特に， 愛の極みとして他者のた
めに自分の命を捧げることについて， プシュケ一 (II'Ux'1)か用いられる （ヨハ10: 11,15,
17,24; 13: 37,38; 15: 13; Iヨハ3: 16)。 また，共観福音苔伝承と同様に（マタ18: 8,
9； 19： 16， 17；マコ9: 43,45; 10: 17,30) ' この世で自分のプシュケ一を守ろうとする
者はそれを失い， この世でプシュケ一を捨てる者は‘ それを得るであろうという運命の終
末論的逆転を語っている （ヨハ12： 25)。この場合は． プシュケ一とは自然的命のみなら
ず究極的救いの意味が掛けられている。







コデモとの対話においてイエスは‘ 「新たに（上よI) )生まれなければ， 人は神の国を見
ることは出来ない」と語る（ヨハ3： 3)。 「新たに（上より）生まれる」とは. 「水と霊によっ
て生まれる」 と言い換えられ，洗礼と霊(m'〔0")の働きによって人の考え方や生き方が





えて， 象徴的な意味での霊的命ということ表現している （ヨハ1 : 4; 3: 15, 16,36; 4:
14,36; 5: 24,26,29,39,40; 6: 27,33; 11: 25; 14: 6; 17: 2,3; 20: 31; Iヨハ1 : 1,
2; 3: 14, 15他)'7･ ヨハネが言う永遠の命(<(JfIni(li!′10'') とは （ヨハ3: 15, 16,36; 4:
17 ローゼ． 200208頁；山岡健「新約聖普における生命観」 「キリスト教と生命倫理」 日本基督教鮒
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あり （ヨハ10: 30; 12: 45; 14: 9) , 神はキリストを通して行動する。従って， 命は御
子キリストを信じる者に与えられる （ヨハ5: 26; 6: 40; 20: 31)。 ヨハネ福音書の中で
は， イエスは自ら， 「甦りであり命」であるとも （11： 25) ， 「道であl1真理であり， 命
である」とも (14:6) ,天から下って来た「命のパンである」とも宣言している (6: 48)｡
ヨハネの言語世界の中で，命と死の対照は，光と闇の対照と並行している。永遠のロゴス





れる性格のものであった（マタ7: 14; 18: 8,9; 19: 16, 17;マコ9: 43,45; 10: 17,30
他)。 しかし． ヨハネによれば信じる者は今既に永遠の命を得ている （ヨハ3: 15,16,
36; 4: 14,36; 5: 24,26,29,39,40; 6: 27,33; 17: 2,3; 20: 31 ; Iヨハl: 2; 3: 15
他)'9。 また， キリストを信じる者は，既に死の状態からから生の状態へ移っている （ヨハ
















共観福音書は自然的生命のみならず（マタ2: 20; 6: 25; 20: 28;マコ10: 4他) '終
末時に与えられる命について語る （マタ10: 28,39; 16: 25;マコ8: 35,36)。競後の審
判において‘ 人の運命は逆転し， この世で命を確保した者はそれを失い， 命を失った者は
永遠の救いを得ることになる （マコ8: 35-38' 10: 2930)｡
パウロは人間の生を死との対立において眺めている。人間の体は死の支配下にあり‘ 常
に死によって脅かされているが（ロマ6: 12; 11コリ4: 11; 5: 4; ざらに, Iコリ
15： 53も参照) ， キリストを信じる者には復活したキリストの命が働いている （Ⅱコリ




命を与える創造主なる神の業に帰きれている （ロマ4: 17; 8: 11 ; Iコリ15: 22,36,
45)。
ヨハネにはメタフォリカルな意味で命について語る傾向が強く ，第四福音書においては，
キリストを信じる者が永遠の命を得ることが繰り返し語られる （ヨハ3: 15, 16,





大貫隆「イエスという経驍』岩波書店、 2003年, 69-74, 241-244頁
川田殖「新約聖耆の生命観」 「山梨医大紀要』第4号(1987年) 43-51頁
佐藤研「新約聖書の死生観」 「はじまりのキリスト教』岩波書店, 2010年, 31-48頁
原口尚彰「新約聖耆の死生観」 「人文学と神学j第6号(2014年) 122頁
廣石望「信仰と経験イエスのく神の王国〉の福音」新教出版社． 2011年. 251-255f!
H・W･フツペンハウア一（吋本昭男訳） 「いのち II新約聖菩」 『旧約・新約聖普大事典」 137-
138頁
山岡健「新約聖書における生命観」 iキリスト教と生命倫理」 日本基督教団出版局, 1993年，
60-75頁
21 大貫隆『イエスという経験」 241244頁は． それを「全時的今」 と呼ぶ．
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